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むかし 源氏と 平家が 戦争 をして、 お 互いに 勝ったり 

ま とき げんじ たいしょう よしとも 

負けたり していた 時の ことでした。 源氏の 大将 義朝 

あくげんたよ しひら ょリ とも いまわ か おとわ か うし わか 

に は、 悪源太 義平ゃ 頼 朝の ほかに 今 若、 乙 若、 牛 若、 

という 三人の 子供が ありました。 ちょうど いちばん 小 

うし わか う げんじ はたいろ わる 

さ い 牛 若が 生まれた ば かりのと き、 源氏の 旗色が 悪く 

よしとも ま ほうぼう に 

なりました。 義朝は 負けて、 方々 逃げ かくれて いるう 

ちに、 家来の 長田忠 致と いう ものに 殺されました。 

へいけ たいしょうき よも リ げんじ と 

平家の 大将 清 盛 は、 源氏に かたき を 取られる こと 

を こわがって、 義 朝の 子供 を 見つけし だい I そうと か 



こども ちい ころ 

出ても、 子供た ち はま だ 小さい から、 たのんだら 殺さ 

ずに おいて もらえる かもしれ ない ご 

おも きょうと 

と 思って、 京都へ 出かけました。 

ふゆ ゆき ふ 

ちょうど 冬の ことで、 雪が たいそう 降つ て いました _ 

ときわ うし わか ふところ い おとわ か ゆき 

常 磐 は 牛 若 を 懐 に 入れて、 乙 若の 手 を ひいて、 雪の 

ある いまわ か 

中 を 歩いて 行きました。 今 若 は その あとから ついて 行 

きました。 

なん * き きょ もり きょうと ろく はら 

さんざん 難儀 をして、 清 盛の いる 京都の 六 波 羅のゃ 

つ ときわ 

しきに 着く と、 常 磐 は、 

ときわ にん 

「おたずね にな つ ている 常 磐で ございます。 三人の 

こども ころ 

子供 を つれて 出ました。 わたくし は 殺されても ようご 



といわれる にちがいないと 思って、 ある 日 そっと 

くらま やま お きょうと 

鞍馬 山 を 下りて 京都へ 出ました。 

うし わか 

牛 若 はもう 十四、 五に なって いました。 

きょうと きた ひえいざん べんけい つよ ぼう 

そのころ 京都の 北の 比 敷 山に、 弁慶と いう 強い 坊さ 

べんけい う まえ 

んが ありました。 この 弁慶 は 生まれる 前お かあさんの 

おなかに 十八 箇月 もいた ので、 生まれる ともう 三つぐ 

こども かみ け 

らいの 子供の 大きさが あって、 髪の毛が もじゃもじゃ 

めえ て、 大きな i» がに よきんと 出て いました。 そして 



ずんずん 口 をき きました。 

「ああ、 明るい ご 

はじめてお かあさんのお なかから とび 出した とき、 

ある だ 

こういって いきなり ちょこちょこと 歩き 出した そうで 

き み 

す。 おとうさん は 気味 を わるが つて、 大きく なるとす 

ぐ、 お 寺へ やって しまいました。 お 寺へ やられても、 

う き ちか ら 

生まれつき たいそう 気の あらい 上に、 この 上な く 力 

つよ き 

が 強いので、 すこし 気に くわない ことがあ ると、 ほか 

まう 5 まう 

の 坊さん をぶ ちました。 ぶたれ て 死んだ 坊さん も あり 

ました。 みんな は 弁慶と いうと、 ふるえ 上がって こわ 

が つてい ました。 



ひえいざん さいとう むさし ぼう てら ぼう 

そのうちに 比歙 山の 西 塔の 武蔵坊 というお 寺の 坊さ 

んが 亡くなり ますと、 弁慶 は 勝手に そこに^ < りこんで、 

さいとう むさし ぼうべん けい な 

西 塔の 武蔵坊 弁慶と 名のりました。 

とき べんけい 

ある 時 弁慶 は おもいました。 

「宝 はなんでも 千と いう 数 を そろえて 持つ もの だ そ 

おうしゅう ひで ひら うま びき よろい 

うた。 奥州の 秀衡 はいい 馬 を千疋 と、 鎧 を 千 りょう 

も きゅうしゅう まつ うら たゆう ゆみ 

そろえて 持って いる。 九州の 松 浦の 太夫 は 弓 を 千 

まん 

ちょうと うつぼ を 千 本 そろえて もっている。 おれ も 

かたな ぼん みやこ あつ ぼん 

刀 を 千 本 そろえよう。 都へ 出て 集めたら、 千 本 くら 

いわけな くで きる ご 

かんが べんけい くろい と よろい すみ 

こう 考 えて、 弁慶 は 黒 糸 おどしの 鎧 の 上に 墨ぞめ 



とき べんけい き かたな だ かぞ 

ある 時 弁慶が とつ て 来た 刀 を 出して 数えて みます 

ほん べんけ、. 

と、 ちょうど 九 百 九十 九 本 ありました。 弁慶 は よろこ 

んで、 

ぽん ぽ A 

「うまい、 うまい、 もう 一本で 千 本 だぞ。 おしまいに 

かたな と 

一ばん いい 刀 を 取って やりたい もの だ ご 

ひとごと ばん 

と 独り言 をい いました。 そして その 晚は わざわざ 

ごじょう てんじん 

五条の 天神 さまに おまいり をして、 

^+6 ま ん か た な 

「もう 一 本で 千 本になります。 どうぞ 一 ばんいい 刀 

さず くだ 

をお 授け 下さい ご 

ごじょう はし 

といって、 それから いつもの ように、 五条の 橋の 下 

へ 行って 立って いました。 



おも、. ， しお さ うご 

重い 石で 押えられた ように ちっとも 動かれな いので、 

うし わか せなか 

うん うんうな つてい ました。 牛 若 は 背中の 上で、 

こうさん けらい 

「どう だ、 降参して おれの 家来になる かご 

といい ました。 弁慶 は 閉口して、 

こうさん ご けらい 

「はい、 降参し ます。 御 家来になります ご 

と 答えました。 

「よしよ し。」 

うし わか べんけい べんけい 

と 牛 若 はいって、 弁慶 をお こして やりました。 弁慶 

リ ようて ち 

は 両手 を 地に ついて、 

つよ 

「わたくし はこれ までず いぶん 強い つもりで いました 

が、 あなたに はかない ません。 あなた はいった いどな 
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